
平成27年度活動助成 活動実績報告書 

団体名 虹色の音 

活動テーマ 命の大切さを伝える 

 

 

 

虹色の音のメンバーには、JR福知山線脱線事故の遺族がおります。突然大切な人を失う喪失感というものは、その時

におとずれる感情ではなく、時間が経つにつれて大きくふくれあがり、やがて自責に変わり、うつ病などの発生に至

り、生きている気力がなくなります。 

そんな経験を事故から 10 年、人と人との支えから生きる希望をみつけ出し、ようやく一歩を踏み出すことが出来

ました。この10年の苦しみ、悲しみ、心の変化をふまえ、同じような突然死(事故、災害)にあわれたご遺族様の気持

ちを一番理解することができる私達と、音大出身のメンバーと共に音楽を用いてそういった方々の心を癒し、涙を流

し、心の相乗効果を持って、元気になってもらう事が目的で音楽ライブを開きました。人には人それぞれの心を和ま

す音楽というものが必ずあります。そして音楽はおかあさんが唄ってくれた子守唄からはじまり、生きていくうえで

生活の中にかかせないものです。懐かしい音楽を聴き、あるいはふと耳にした音楽に感情移入し、心の中にいる大切

な人を想い出し、優しい気持ち、穏やかな気分になれるのも音楽の大きな力です。講演中に一緒に歌をうたったりし

ながら楽しいひとときを過ごし、「元気をもらえました」「また参加します」のたくさんの言葉に救われました。 

 

母校(大阪信愛女学院 高 3)の後輩たちには、「これから卒業をむかえ、社会に出ていろんな事がおこるけれど、命

だけは大切に生きてほしい」といったことを伝えました。2 時間の講演、ライブに生徒達がずっと涙を流し聴いてく

れていた事に感動しました。講演の最後に先生方にもサプライズで卒業したら、二度と歌えない「学院歌」を起立し

て全員で歌いました。自分達がこの校舎を巣立つその時をうかべ、すばらしい学院歌に校長をはじめ、聴講された先

生方も涙だった事に私の今の活動に勇気とありがたさを感じ、これからもたくさんの方々のお役に立ちたいと思いま

した。 

 


